
 

奈 良 地 方 最 低 賃 金 審 議 会 

奈良県はん用機械器具、生産用機械器具、 

業務用機械器具製造業最低賃金専門部会 

第１回  議事要旨  

 

開 催 日 時         
令和２年１０月５日（月曜日）  

午前９時５０分  ～午前１１時２５分  

出 席 状 況         

 公 益 を 代 表 す る 委 員            出席  ３名  定数   ３名 

 労働者を代表する委員            出席  ３名  定数   ３名 

 使用者を代表する委員   出席  ３名  定数   ３名 

主 要 議 題         

（１）専門部会長及び部会長代理の選任について 

（２）専門部会の審議日程について 

（３）関連資料について 

（４）関係労使からの意見聴取について 

（５）最低賃金額等の審議について 

 議 事 要 旨          

１ 部会長に伊東眞一委員、部会長代理に杵崎のり子委員が選出された。 

２  本日の金額審議以降の専門部会、次回以降の専門部会を非公開とする

こととされた。  

３ 専門部会の日程について、第２回は１０月８日（木）午前１０時、第３回

は１０月１５日（木）午前１０時、予備日として１０月２９日（木）午後１

時で了承された。 

４ 事務局から審議関連資料について説明した。 

５ 関係労使から意見聴取した。  

(1) 労働者側意見（要旨）  

当 該 業 種 に つ い て は 、 大 手 か ら 中 小 零 細 企 業 ま で あ り 、 企

業 間 格 差 が 顕 著 に 現 れ や す い 構 造 に な っ て い る 。 こ の よ う な

状 況 の 中 、 労 働 者 の 賃 金 の ミ ニ マ ム 基 準 を 審 議 す る 、 即 ち 引

き 上 げ る こ と に よ る 格 差 の 改 善 が 、 事 業 の 公 正 競 争 に 寄 与 す

ることになると考える。  

一 方 で 、 最 低 賃 金 制 度 は 働 く 者 の 暮 ら し を 守 る 制 度 で 、 企

業 に と っ て も 雇 用 す る 従 業 員 は ス テ ー ク ホ ル ダ ー の ひ と つ で

あ り 、 社 会 的 責 任 を 果 た す と い う 側 面 も 持 ち 合 わ せ て い る 。

人 財 確 保 の 観 点 か ら も 避 け て 通 れ な い 議 論 で あ り 、 是 非 と も

大 局 的 な 視 点 で 公 明 正 大 な 議 論 と 審 議 が 行 わ れ る こ と を 求 め

る。  

他 府 県 の 特 定 最 低 賃 金 と 比 較 し て み る と 、 兵 庫 は ９ ４ ２



円 、 滋 賀 で ９ ３ ０ 円 、 大 阪 は ９ ６ ７ 円 に 対 し 、 奈 良 は ８ ９ ７

円 と な っ て い る こ と か ら 、 奈 良 県 企 業 は 採 用 を 求 め て も 、 労

働 者 は よ り 賃 金 の 高 い 他 府 県 へ 働 く 場 を 求 め る と い 需 給 ギ ャ

ッ プ が 起 こ る 大 き な 要 因 に な っ て い る と 考 え る 。 労 働 力 確 保

の観点に立ち、特定最低賃金の大幅な引上げが必要である。  

他 方 で 、 奈 良 県 の 新 規 高 卒 者 の 初 任 給 額 （ 男 女 計 ） を 時 間

額 換 算 す る と ９ ７ ９ 円 で 、 特 定 最 低 賃 金 と の 差 が ８ ２ 円 で あ

り 、 同 一 労 働 同 一 賃 金 の 観 点 に 立 っ た 是 正 と 、 企 業 間 格 差 の

是 正 に よ る 公 正 競 争 の た め に 特 定 最 低 賃 金 の 大 幅 な 是 正 が 必

要である。  

企 業 内 最 低 賃 金 に 準 拠 し た 水 準 へ 接 近 す る よ う 、 大 幅 な 改

善 が 必 要 で あ る こ と は 言 う ま で も な く 、 そ の 役 割 を 果 た す の

が こ の 審 議 会 で あ り 、 労 使 が 十 分 認 識 し て お く 必 要 が あ る と

考える。  

申 出 書 に も 記 載 さ れ て い る と お り 、 奈 良 県 内 の 最 も 低 い 労

働 協 約 の 金 額 は ９ ８ ８ 円 で あ り 、 こ れ も 大 き な 乖 離 と な っ て

いる。  

こ れ ら の こ と か ら 現 行 の ８ ９ ７ 円 か ら 、 当 面 は 先 に 述 べ た

水準まで引き上げる必要がある。  

従 来 で あ れ ば 、 こ れ ら の こ と を 基 本 的 な 考 え と し て 議 論 す

べ き と 考 え る が 、 今 年 に お い て は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響

が あ る こ と も 理 解 し て お り 、 そ の 中 で 奈 良 県 の 実 態 を 踏 ま え

て協議したい。  

 

(2) 使用者側意見（要旨）  

観光立県の奈良県では、インバウンドを含む観光および関連

飲食、イベント等の需要が喪失し、ゼロになったといえる大変

厳しい状況で、関連する製品・サービスの需要が大幅な減少、

需要減少に伴う投資案件の凍結等の影響が見られる。これらを

総合的に勘案するに、奈良県の経済状況は、新型コロナウイル

ス感染拡大の影響も大きく厳しい状況にあることを直視しなけ

ればならない。  

新型コロナウイルス感染拡大の影響から、外出制限、活動の

自粛により営業活動が殆どできない中、売上げが大幅に減少

し、拡大できない状況である。第二波・第三波が懸念される

中、大幅な需要の減少に歯止めが掛からない現状で、景気の悪

化が進行する中、大きく需要が復活することは考えられない。  

奈 良 県 の 実 態 と し て 、 全 国 及 び 近 畿 内 の 各 府 県 と 比 べ て み て

も 、 各 指 標 全 て に お い て 、 大 幅 に 下 回 っ て お り 、 奈 良 県 鉱工 業

指 数 や 有 効 求 人 倍 率 も 、 全 国 的 に も 近 畿 の 中 で も 改 善 は 遅れ て

おり、厳しい状況が続いている。  

こ の 業 界 は 、 海 外 企 業 と の し 烈 な 競 争 と 共 に 、 海 外 で の 生 産

が 増 加 し て 、 国 内 の 生 産 規 模 が 縮 小 し 、 空 洞 化 が 進 む 中 で、 県

下 の 中 小 零 細 企 業 に と っ て は 、 今 後 受 注 環 境 が 一 層 厳 し くな る

ことが非常に懸念される。  



特 定 最 低 賃 金 に つ い て は 、 地 域 別 最 低 賃 金 と 区 別 す る 必 要 性

に 乏 し く 、 最 も 中 心 的 な 真 の 基 幹 職 種 以 外 の 職 種 に つ い ても 適

用 さ れ る こ と で 、 地 域 別 最 低 賃 金 が 適 用 さ れ る 業 種 と 比 べ て

も、あまりにも差異が大きい。  

特 に 昨 年 度 時 点 で 、 地 域 別 最 低 賃 金 と の 間 に ４ ５ ～ ６ ０ 円 と

非 常 に 大 き な 差 が あ り 、 奈 良 の 経 済 ・ 産 業 等 の 実 態 と 照 らし 合

わせても実情を反映していない。  

奈 良 の 地 域 別 最 低 賃 金 は 、 現 下 の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症

拡 大 の 影 響 で 経 済 が 大 幅 に 落 ち 込 む 中 で 、 中 央 最 低 賃 金 審議 で

も 据 置 き が 妥 当 と の 意 見 を 表 明 さ れ た に も か か わ ら ず 、 結果 １

円の引上げがなされた。  

こ れ ら の 状 況 下 で 、 特 定 最 低 賃 金 が 更 に 引 き 上 げ ら れ た 場 合

は 、 人 件 費 コ ス ト の 吸 収 が 困 難 な こ と か ら 、 雇 用 の 減 少 ・縮 小

が起こり得ると考える。  

こ れ ら の 状 況 を 踏 ま え 、 今 年 度 の 審 議 に 当 た っ て は 、 「 事 業

の 継 続 と 雇 用 の 維 持 を 最 優 先 と す る 」 と の メ ッ セ ー ジ を 公労 使

で 強 く 発 信 す る た め に も 百 年 に 一 度 の 危 機 と 言 わ れ た リ ー マ

ン ・ シ ョ ッ ク を も 上 回 る 状 況 下 に お い て 据 置 き す べ き 環 境で あ

ると考える。  

６  公益委員の立場として、労使各側委員より今年度の金額審議の方

針、意見等について個別に聴取した。  

７  次回（第２回）は、１０月８日（木）午前１０時から開催する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


